
E研究ノp卜3ヨ   

」L封転義還塞旨モ‡亨ご邦 事業 に－∴j いて  

加 藤   博文  

尾 崎   賢 一  

1．はじめに   

近年、地球環境や自然環境の保全等への国民の関心の高まりの中で、国土の利   

用にあたってもこれまで以上に環境に配慮することが求められており、土地に関   

しても環境問題に適切に対応することが急務となっている。国土庁では、国土調  

査の一環としてこれまで地形、地質、土壌を中心とした土地分類調香を実施して   

きているが、平成5年度より更に基礎的な微気象等の自然条件調査を加味した   

「土地環境モデル事業」を始めており、平成5年度の成果については本誌第2巻   

第3号にて報告したところである。   

本稿は、平成6年度に国土庁土地局から当研究所が受託した「土地環境モデル   

事業業務」の成果概要についてまとめたものである。  

2．モデル事業の概要  

（1）目的  

これまで土地については、地価に代表される経済的な側面での評価法はあるも   

のの、その他の面では、土地の地形、地質、土壌等の物理的要素を地図に表した   

土地分類調査や気象データ、植年状況調査など現況調香がそれぞれ独立して実施   

されているにすぎなかった。しかし、近年における環境への配慮の高まりととも   

に、エコシティーなど新しい地域づくりに対応していくためには、土地の環境の   

質を表現する新たな指標の確立が求められている。  

このため、本モデル事業は、土地環境についての分かりやすい指標を模索、検   

討するとともに、これを地図情報として整備する手法の開発を目指している。  

（2）内容  

土地環境の概念、指標の表現方法、求められる情報等について、幅広い観点か   

ら検討を進めるとともに、土地環境の指標確立のため、平成5年度から仙台市を   

モデル地区とし、また平成6年度からは新たに5万分の1地形図「東京東北部」   

の千葉県部分及び「佐倉」の西半分を範囲とする千葉西部地域をモデル地区とし   

て具体的検討を行った。  

モデル地区における土地環境調香は、気象、土壌等に関する基礎資料をもとに、  

リモートセンシング技術や空中写真判読、植物の生育状況等の現地補足調査によ   

り得られたデータを加味し、土地環境の基本指標として地図情報化を図ろうとす   
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るものであり、各モデル地区において今回は以下の項目を対象とした。  

【仙台地区】  

①気温と植物季節  

（塾土地の潜在的乾湿区分  

（診土地被覆  

④リモートセンシング応用調査  

⑤降水量平年値  

⑥地表風の特性  

⑦水文環境：比流量、導電率及び河川水質  

【千葉西部地区】  

①気温および相対湿度分布  

（診植物季節  

③生物多様性ポテンシャル  

④土壌分布  

（9降水量および降水時数分布  

⑥地下水  

（彰緑地経年変化および土地水分環境  

（秒土地被覆  

⑨ヒートアイランドポテンシャル  

⑲地表風  

（3）検討体制  

①検討委員会の設置   

伊藤滋慶応義塾大学教授を委員長とする検討委員会を設け、土地環境のあり方、  

調査の方法、指標の表示の仕方等幅広い観点から議論を行った。また、関連する  

諸事例について、専門家を招いたヒアリングとディスカッションを行った。  

【検討委員会メンバー】（役職は平成6年度当時）  

委員長  伊藤  滋  

委 員  岩城 光英  

日下部 二郎  

腰塚 武志  

小玉 祐一郎  

武内 和彦  

梅干野 晃  

丸田 頼一  

山下 情二  

慶応義塾大学環境情報学部教授  

いわき市長  

東急不動産㈱政策室長  

筑波大学社会工学系教授  

建設省建築研軍所先端技術研究官  

東京大学農学部助教授  

東京工業大学大学院総合理工学研究科教授  

千葉大学園芸学部教授  

東京学芸大学教育学部教授  

（多作業部会の設置   

具体的な土地環境調査を進めるため、検討委員会の下に武内和彦東京大学助教   
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授を部会長とする仙台地区作業部会、丸田千葉大学教授を部会長とする千葉西部  

地区作業部会を設け、参加委員を中心に項目毎の分担により現地調査や解析の実  

施、地図化作業、指標化の議論等を行った。なお、モデル調査作業実施に際して  

は、関係大学。研究機関、地方自治体、民間測量会社等の協力も得た。  

【仙台地区作業部会メンバー】（役職は平成6年度当時）  

東京大学農学部助教授  

農林水産省農業環境技術研究所農村景域研究室長  

岐阜大学流域環境研究センター教授  

気象庁観測部産業気象課長  

東北大学理学部助教授  

東北大学理学部教授  

建設省国土地理院地理調査部地理第2課長  

建設省都市局都市計画課長補佐  

東京工業大学大学院総合理工学研究科教授  

大成建設㈱技術研究所計画研究グループ主任研究員  

部会長 武内 和彦  

委 員 加藤 好武  

菊池 多賀夫  

北村  修  

境田 清隆  

田村 俊和  

津澤 正晴  

梯野 良明  

梅千野 鬼  

森川 泰成  

【千葉西部地区作業部会メンバー】（役職は平成6年度当時）  

部会長 丸田 頼一  

委 員 小河原孝生  

小柴  厚  

瀬戸島政博  

高村 義暗  

武内 和彦  

津澤 正晴  

都留 信也  

平田 更一  

古野 邦雄  

梅干野 晃  

宮森 直人  

山本 克也  

吉田 正邦  

千葉大学園芸学部教授  

㈱生態計画研究所所長  

気象庁観測部産業気象課調査官  

国際航業㈱環境部環境第4グループ次長  

船橋市建設局長  

東京大学農学部助教授  

建設省国土地理院地理調査部地理第2課長  

日本大学農獣医学部教授  

㈱パスコシステム技術センター技術第1郡部長  

子莫県水質保全研究所地質環境研究室主任研究員  

東京工業大学大学院総合理工学研究科教授  

千葉県都市部公園緑地課長  

建設省都市局都市政策課都市環境整備企画室課長補佐  

鹿島建設㈱技術研究所第三研究部第二研究室長  

3．検討委鼻会での主な議論  

（1）第1回検討委鼻会  

2つの事例報告（「建設省における都市環境施策」、「道路計画と自然環境保   

全」）が行われた後、以下のような議論があった。   

①現状の道路計画は野生生物や植生への配慮が中心だが、微気象や景観等の問題   

についても考慮しなければならない。   
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②緑を測る基礎的な単位としては、緑被率。緑地率。線量等いろいろあるが、痩  

せた緑もあり、スケール・場所により単位も違ってくるので基準を明確にしたほ  

うがよい。  

③海岸の砂防林の持っ景観的、環境的効用も評価する必要がある。海岸砂防林を  

っくれば水源商養林指定解除して宅地化を許可するミティゲーションの考え方が  

あってもよい。  

④環境への配慮は微調整で済むのか、土地利用まで戻るのか。必要なデータのす  

り合わせが必要である。  

（2）第2国検討委員会   

2つの事例報告（「泉パークタウン開発における自然環境保全への取り組み」、  

「あすみが丘における環境計画」）が行われた後、以下のような議論があった。  

①農業用水やゴルフ場の排水処理については、下水に流さず、環境監視という意  

味で排水処理の工程を公衆の面前に触れさせたり、その水を「水の道」として街  

の中に取り入れるのも面白い。  

②こうした開発以外の、質がかなり劣っている乱開発をどう監視するかも課題で  

ある。  

③樹木の成長がよくないのは、造成時の土壌の粘土化の問題である為、造成の段  

階から配慮しなければならない。  

④集合農地や森林の保全等、従来からこの地で人と自然がつきあってきたことを、  

もう少し表現すべきである。  

（3）第3国検討委員会   

2つの事例報告（「鉄道新線のルート選定に関する考え方」、「海外における  

都市環境保全の取り組み事例」）が行われた後、以下のような議論があった。  

①日本では自転車専用道路を整備しようにも、密集地における自転車置場の問題  

があり、乗り捨て自転車のステーションの整備等打開策が必要である。  

②地下鉄建設コストの問題では、規制等の見直しや自動車との比較によるNOx  

の排出等エネルギー効率についても検証する必要がある。  

③ヒートアイランド現象については、大気汚染。人工発生熱・土地被覆の改変等  

の要因があげられるが、ドイツでは空気の流れ（風）を作り出すこと、日本では  

熟を下げることに重点がおかれている。日本の場合、夏と冬両方を考える必要が  

あり、植栽も落葉樹的な発想を取り入れなければならない。  

④東京はドイツの都市と比べると人口。面積等の規模の違いから、そのまま同じ  

ことを実行することは出来ないので、適当な地域に分割して考えることも必要で  

ある。  

（4）第4回検討委晶会【作業部会合同部会   

平成6年度の仙台地区調査報告及び千葉西部地区調査中問報告が行われた後、  

委員会委員から作業結果に関する意見を伺った。   
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①気温については各部会とも非常に詳しく調査しているが、土壌の乾湿や生物と  

の関係から地温についても検討する必要がある。  

②土地環境の新たな指標として、市街地以外のところであれば地面だけが対象に  

なるが、整備されている情報は建物と道路だけでそれ以外は全くデータベース化  

やデジタル化がされていない。地面が舗装なのか裸地なのかというだけでも、土  

地環境の新たな情報として価値がでてくる。  

③地表面のカバーの状況と温度、それから地中60cmぐらいの温度と湿りぐあいの  

含水率、土壌等のなかでキーになる3項目を調べ、どういうデータをとるか、測  

定機はどういうものがあるのか、実際にオペレーションすれば一目でどのぐらい  

作業ができるのかを出しておけば後で役に立っ。  

④最近の学校教育は公害問題等に特化して、基礎的な気温や降水量を測定してい  

ない。土地環境の話を普及させそいくには、このような教育の問題も関係してく  

る。  

4．仙台地区作業部会での主な議論  

（1）第1国作業部会  

まず土地環境モデル事業の記者発表について、平成6年度の作業の進め方につ   

いての紹介、報告が行われ、次いで仙台地区モデル調査として気温観測、植物気   

候調査、土地被覆調査についての作業報告が行われた。その後、以下のような議   

論があった。  

（∋土地の乾湿について、今年度は林野土壌、人工改変地、都市部について作業す   

る予定。現地土壌調査を1回実施し、全域の図化及びマニュアルの作成を行いた   

い。山地は基本的に乾に偏るので、低地の乾の区分との整合、さらに土壌水分と   

の整合について検討が必要であろう。  

（∋絶対水分量を計測した土壌水分については、観測点を増やすよりも乾湿区分と   

の関連付けを行うための計測が必要。流量、水質分布については、昨年の11地点   

から50地点以上に増やしたい。  

（卦市街地以外の部分の土地被覆判読について、誰がやっても同じに結果になるよ   

うな工夫をする。ステレオマッチングは発展途上の技術であり、国土地理院と作   

業グループとで協力して進めていきたい。   

④ヒートアイランドポテンシャル図は被覆分布のデジタルデータを、緑被分布図   

は衛星データを利用したい。緑被の質を考慮した分布に関して、人工林。自然林、   

針葉樹。広葉樹といった樹木分類は、分光特性からは紅葉、落葉程度は分かって   

も、樹木種類の判定までは難しい。   

⑤風について、表示内容としてベクトル成分だけでなく積分値（潜在的な風の状   

況）等も考えたい。気温も同時に計算しているのであわせて出してみたい。   

⑥植物季節について、植物が活発に活動できる期間を意味する植生期間を求める   
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のに秋の観測は意義がある。秋についても検討してみてはどうか。  

⑦記者発表の試作図の地域類型毎に体感温度的要素の解析と図化を部分的に試み  

てはどうか。  

（2）第2回作業部会   

モデル調査作業報告が行われた後、以下のような議論があった。  

①最終的にデジタル化することが目標で、基本的に5万分の1の地図表現を前提  

とする。気温と植物、土地乾湿と水文環境はそれぞれ1枚に統合化、土地被覆と  

リモートセンシングは整合を調整、降水量と風シミュレーションは1枚にまとめ  

るか又は別々にするか、あるいは透明紙にして重ねるか、いずれにしろテーマを  

グルーピングしたい。ドイツのシュツットガルト市の環境図を手に入れたが、ヒ  

ートアイランドポテンシャルと風の道の複合図のような形でまとめられればよい。  

②植物季節について、ユーザは「50％芽吹き率」では使えず、普遍的な地図にす  

るため、スイスの季節図のように芽吹きが遅い／早いと表現する。例えば「非常  

に… 」「やや…」などでランキングして、仙台では6ランク位、全国で10ランク  

位のものにすればどうか。  

③風の道は建物も入れてもう少し小範囲で解析しないと出ないため、サンプルと  

して中心市街地だけやってみるのも面白い。最終的な数値化のアウトプットのイ  

メージはベクトル値、潜在的な風のポテンシャル（積分値）や海風、陸風の利用  

がよくなるような表現の仕方を工夫してみたい。  

④降水量について、今回、年間降水量の図を作成したがこれ以上の精度向上は難  

しい。ただ、水利用を考慮した表現や生育期間における雨量など、表現方法の工  

夫は考えられる。  

⑤土地乾湿について切土盛土を表現するのに一番簡単なのは「人工土壌」と表現  

する方法である。丘陵地では典型的な所を現地調査しようかと考えている。造成  

による環境の変化を表現する必要性がある。切土盛土は精度は多少低くてもよい  

ので努力したはうがよい。  

⑥土地被覆について今回比高を20mメッシュのDTMと 250mメッシュの国土数  

値情報の標高データで算出したが後者は粗すぎる。仙台地区の地盤高図（5万分  

の1）の1mコンタが数値化できればよい。リモートセンシングについては、土  

地被覆デジタルデー タを是非使いたいが、デジタル化するにあたりミクセルの処  

理をどうするかが難しい。  

（3）第3回作業部会   

モデル調査作業報告が行われた後、以下のような議論があった。  

①植物季節図の作成にあたり、もとの展菓期日の等値線をあまりまるめないで精  

度を高めたい。但し、年によって値が変化する点に注意する必要があり、いっ時  

点のデータ でその年の早い所と遅い所のズレ幅の日数を注釈として付ければよい。ま  

た、この図には温度を積算したものがおりこまれているといえる。紅葉について   
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は、今年はSカープ を作成するための連続的な定点観測の人員確保が難しく断念し  

た。  

②水文環境の比流量については住宅地で下水道の影響で比流量が小さくなると予  

想したが意外に大きく、溜め池の影響が大きいと推測される。  

③風のシミュレーションをまともにやろうとすると1／1，000 位のスケールになるが、1／2，500  

のレペル からスケールアップ させるよりも、1／10，000位で粗度を与えて、シミュレーションしたほ  

うがよい。また、市街地の中心部で風の道と卜けイランドとがわかるような範囲でや  

ってはしい。  

④最終的に、1／50，000で植物季節と土壌とランドカ／トをそれぞれ一枚のカラー 図面で、  

また降水量と水文環境を透明紙で、更にストルをかえて1／10，000～1／20，000程度で  

トト7イランドポテンシャルと中心市街地内の風の道の図を作成することにしたい。  

（4）第4国作業部会   

モデル調査作業報告が行われた後、以下のような議論があった。  

①仙台地区は今年度が最終だが、年度明けにもう1回この委員会を開催し、最終  

的な調査の結果を全部出し、調査の手法についても準則の書き方等を準備したい。  

準則は全部がマップをイメージした解説になる。  

②気温、植物季節、土地の潜在的乾湿区分、降水量はこれでまとまったと理解、  

土地被覆については力作業が残っている。リモートセンシングは仙台ではなく川  

崎の図が出ると説得力に欠けるので、データがあれば少し追求していただきたい。  

最新の成果として風のシミュレーションと河川水質分布図がある。  

③気温と植物季節の調査は、準則では1セットとして扱う。気温を中心とした気  

候環境の面的な広がりを捉えるのに、植物季節の情報を活用しているという意識  

がある。  

④ヒートアイランド現象の緩和は、汚染空気を吹き飛ばすという要因もある。夏  

だけでなく恒常的に1年を通して風の道が機能しているはうがいい。また、中心  

市街地にらいて道路の配置のことが何か示唆されるといい。  

（訃海風域のエリアが舌状に入り込む時間の長さを尺度にすると海風域に色をっけ  

られる。丘陵地の谷風、川沿いの川風、ビルのキャニオンを通過するビル風、ス  

トリート風をもう少し細かい別のモデルを使ってシミュレーションするのが当面  

の結論。  

⑥ヒートアイランドポテンシャルについて、GISに地面の緑の情報があれば、  

そこから熱の計算をしないでランクづけができる形にしたい。今回はアルゴリズ  

ムをっくるということだが、次のレベルで土地被覆に対して即地図化するような  

方向に持っていきたい。  

5．千葉西部地区作業部会での主な議論  

（1）第1回作業部会   
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土地環境モデル事業の調査主旨、類似調査。関連調査事例、平成5年度土地環  

境モデル事業の結果、調査の経緯。計画。体制等の紹介、報告が行われた。その  

後、以下のような議論があった。  

①既存の各省庁の地図情報を一本化し、情報統合をしていくことも必要である。  

②欧米でも両生爬虫類が主役で、日本は数が多く、種類も多いので地域を抽出し  

てやってみてはどうか。生物調査が難しければ、生息地タイプの分類図（湿地、  

葦草原、2次林等）は出来ないか。  

③風のシミュレーションにあっては、棟高、土地利用、人工排熱等のデータが必  

要となる。植生等がデジタル化されているのなら、計算に取り込みたい。  

④ドイツでは風の道を妨げぬよう建物配置を規制している例があり、その際環境  

部局が計画部局に対してクリマト叫プなどのわかりやすい地図を作成して渡して  

いる。  

（2）第2回作業部会   

まず船橋市都市環境計画についての紹介が行われ、次いで生態系調査、降水量  

調査、緑地の経年変化把握調査、植物季節調査、土地被覆調査、土壌調査、数値  

地図データを用いた環境解析手法調査ヒートアイランドポテンシャル調査、地表  

風のシミュレーション調査、気温観測調査についての作業方針の報告が行われた。  

①船橋市は起伏がなく、人工構造物の影響が大きいため、空中写真からの自動図  

化による比高を使う必要がある。  

②作業的には既存データをベースにせざるを得ない。Land Useと Land Coverage  

という2つの概念があるが、土地環境には後者が必要である。  

③船橋市は全域が平坦で、特に駅周辺はヒートアイランド現象が深刻なので、風  

の道を確保したいと考えている。建物配置に関連した基礎データ等を調査して欲  

しい。  

（3）第3回作業部会   

モデル調査作業報告が行われた後、以下のような議論があった。  

①細密数値情報のカテゴリーで問題になるのは山林。荒地の区分、公園緑地の質  

の区分、その他の公共施設の建物部分と空地部分の区分で、また防衛施設、皇室  

用地についてもそれらのカテゴリーのどれかに当てはめなければならない。  

②土地環境調査にふさわしいのは抽象化された動物ポテンシャルであり、ビオト  

ープの配置図のようなものが将来提言できる基礎図になればいい。  

③調査項目により精度の問題がでてくるが、本調査ではもともと5万分の1の精  

度で出来る項目を検討しているので、基本的には5万分の1、400k撼ずっで考え  

たい。  

6．仙台地域モデル調査作業結果  

（1）成果図の概要   
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仙台地区を対象としたモデル調査において、過去2年間にわたる調査結果をも  

とに図化した。平成6年度は7項目について成果図を作成した。表1に成果図の  

全体構成を示す。なお、図化の範囲は原則として5万分の1地形図仙台図幅とし  

たが、調査の制約等により一部分の範囲のみ図化したものや、一部分を抽出して  

縮尺を拡大して図化したものもある。  

①気温と植物季節（植物季節気候環境図）   

より体感的な温度、微気候を捉える目的で行った。調査手法において、気温観  

測については、海岸から仙台市街地を通り山地に至る3コースでの同時移動観測  

を2年間四季ごとに行った。また、土地条件を考慮した地域代表性の高い6地点  

を選定し定点観測を行い、各点の時間軸を基に積算気温等を算出した。   

植物季節観測については、5万分の1仙台図幅全体で7つコース（班）を設定  

し、約360箇所についてケヤキ、イチョウ、ミズキ、コナラ、エノキの展葉状況  

の一斉調査を春季に実施した。また、同時期に対象樹種の展葉過程と樹種問の差  

を把握するため、4地点で展葉の連続調査を行い、各樹種の展葉推移曲線を作成  

した。   

各樹種の展葉推移曲線を基に各地点。各樹種の展葉データを、特定樹種（イチ  

ョウ）の50％展葉期日に換算し、等値線図を作成した。これを基に、春季気温  

の移動観測結果を加えて、展葉の遅速を5段階に評価した植物季節気候環境図を  

作成した。   

この図より、市中心部がもっとも早い（高温）、河川の影響が認められる（名  

取川に沿って遅い地域が分布）、水田部で遅いなどの特徴が読み取れる。   

また、植物季節と気温との関係については、展辛目は積算気温（10℃以上）  

1000℃・hour到達日と最もよく対応する、4月の平均気温あるいは日平均気温の  

積算気温（5℃以上）120℃。day もよく対応する（但し、日最高気温が上昇し  

にくい海岸部などを除く）ことがわかった。  

（∋土地の潜在的乾湿区分（土地の潜在的乾湿区分図）   

地表面を形成する土壌は植生に影響を与える他、降雨の蒸発や地下浸透に大き  

な影響を与えるため、従来の生産力的土壌区分から土壌の環境としての要素（水  

分）からみた区分を試みた。調査手法としては、5万分の1「土地分類基本調  

査」の土壌分類データを使用し、土壌の種類と土地の乾湿との対応テーブル（農  

用地地域では各土壌統の代表断面形態データにより、林地地域では分類体系を利  

用）を作成する。   

この対応テーブルに従い土壌図を読み換えた後、地形分類図及び表層地質図デ  

ータによる補正（農用地のみ）を加えて、土地の乾湿を5段階に評価した土地の  

潜在的乾湿区分図を作成した。   

尚、土壌図では特定の土壌を同定していない人工改変地の市街地部分は、現地  

土壌調査との段丘対比により、丘陵地に多い宅地造成部分は古い地形図の地形判   
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読による改変前の乾湿区分及び切盛土といった改変工事の違いと地質の相違とを  

組み合わせたアソシエーションによる乾湿区分を併記した。   

また、土地の潜在的乾湿度と地震被害（宮城県沖地震を例とする）との関係を  

解析すると、土地の潜在的乾湿区分図上で湿性地は普通地の約2倍、乾性地の約  

4倍も建築構造物（鉄筋コンクリート造、鉄骨造）の破壊頻度が高いことが明ら  

かになり、防災上からみた土地利用計画の基礎資料としても有効であることが明  

らかになった。  

③土地被覆（土地被覆分類図）   

各種の環境に配慮した計画を策定する場合に、従来までの用途を主題にまとめ  

た土地利用図に代わり、地表の物理量、例えば風の抵抗を示す粗度、太陽晦射の  

受け易さの目安となる凹凸度、蒸発散量の目安となる緑の量（緑の分布と高さ）、  

地表面蒸発量の目安となる人工被覆分布等が読み出し可能な土地被覆図が要求さ  

れている。   

調査手法としては、2万分の1空中写真を使用し、その立体視より土地被覆の  

種別と高さを考慮した判読（高／低層建築、一般家屋、高／低木、草地、水田、  

畑、露出地、水面、人工被覆の11種類）を行い、4版の色区分図を作成した。  

その色区分図をスキャナーで読み込み、座標補正のなかで4版の合成を行い、仙  

台図幅全域のラスター。データを作成した。それを出力したものが土地被覆分類  

図である。   

但し、この手法は判読者に高度な熟練度が要求され、作業時間もかなり要する  

ため、全国展開する標準的な手法には不適用と判断される。そのため、仙台市の  

中心地域をモデルとして、土地被覆分類図作成をステレオマッチング手法を用い  

て行う技術の確率を試行検討した。作業内容としては、ステレオマッチングによ  

る土地被覆表層DTMの作成と、その表層DTMと国土数値情報等を使用した土  
地被覆比高の抽出を行った。これらの試行により「ステレオマッチングによるD  

TM／比高データの生成と空中写真画像のコンピュータ上の判読を組み合わせ  

た」土地被覆分類データの技術的に手法は、空中写真の縮尺や数値化画素寸法な  

どの留意点はあるが基本的に確立できたものと考える。  

④リモートセンシング応用調査（画素内緑被率及び細分類緑被分布図）   

環境計測の一手法である宇宙や航空機からのリモートセンシングデー タは、広  

域情報の同時入手、データ処理方法の確立による客観的なデータの整備、定期的  

なデータ収集が可能であるとともに、データの東新が比較的に容易なため、リモ  

ートセンシングデータを用いた環境指標の計量化が期待されている。   

調査手法としては、仙台市において夏季の晴天日にMS Sを搭載した航空機リ  

モートセンシングを実施し、低高度（地上分解能2．5m）と高い高度（地上分解能  

101n）のMS Sデータを取得し、また、航空機MS Sで観測された相対値（CCT  

値）を絶対温度に変換するため地上の主要な土地被覆材料の表面温度を計測した。   
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リモートセンシングデータを用いて、植生指標画像を作成し、植生指標を用い  

た画素内緑被率の推定アルゴリズムにより画素内緑被率を求め、50％以上のピク  

セルについては樹木、芝、草を紬カテゴリーとし細分類を行い、画素内緑被率及  

び細分類縁被分布図を作成した。また更に、2千5百分の1都市計画基本図に基  

づくGISデータ（道路、建物用途、階数、構造）及び緑被分布、地表面の被覆  

材料等のデータを用い、都市の全地表面を表す方法を求めるアルゴリズムを開発  

した。なお、それを用いて上記のデータが整備されている川崎市の一地区を対象  

に、夏季の晴天日のヒートアイランドポテンシャルを算出した。  

⑤年降水量平年値（年降水量分布図）   

微気候としての雨量を年間降水量図としてまとめた。調査手法としては、1953  

年から1976年までのデータを基に作成されたメッシュ気候値（1k虚メッシュ）か  

ら年降水量分布図を作成した。図幅内で240m川（約20％）の地域差があり、山  

地ほど降水量が多くなっている。  

⑥地表風の特性（風向・風速ベクトル及び気温分布図）   

最近の都市計画におけるヒートアイランドの抑止、窒素酸化物等の大気汚染物  

質の拡散などのための風の状況を把握することが必要なため、土地環塙の質を表  

す指標のひとつとして「地表風」の表現を試みた。   

調査手法としては、主に大気乱流モデルを用いた数値解析手法を採用した。解  

析対象は仙台市を中心とした40kmX40血の区域の海洋、山岳地域を含む複雑地形  

で、運動量保存式、内部エネルギー方程式等を達成させて数値シミュレーション  

による乱流解析を行い、気流、気温等の時刻別の値を計算した。この結果をアメ  

ダスデータ等と比較し、夏期の日中等の地表風のベクトルと気温を表示して、風  

向・風速ベクトル及び気温分布図を作成した。それによると、本地域において地  

表風は（南東卓⇒北西）系が卓越することが明らかになり、また1日においても  

風速、風向、温位等が大きく日変化していることも判明した。この日変化の中か  

ら風向が北西系、及び南東系に卓越する午前5時と午後2時についてマップに表  

現した。   

また、この結果より仙台地方の風特性を代表する指標の一つとして夏期の1日  

における「海風」が吹く時間数を整理してマップに表現した。更に、「風の道」  

の解析例として大気乱流モデルの計算結果を境界条件として市街地内部の気流を  

解析、表示した。  

⑦水文環境（比流量及び導電率分布図、河川水質分類図）   

水は環境を構成する重要な要素であり、植生、気温、湿度等にも影響を与えて  

いる。従来、水文は利水、利水のための保全、防災等の観点からまとめられてき  

たが、水の持っ環境的な面からまとめることを試みた。   

調査手法について、5万分の1仙台図幅全体で約50箇所について流量、導電率  

。水温・PH、水質（ナトリウム／カリウム／かレシウム／マグネシウムイオン。硫酸／硝酸／垂炭酸／塩化   
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物イオン）の調査を秋季に実施した。住宅団地等が少ない流域で地質に対応した比  

流量を示した比流量及び導電率分布図を作成し、河川の水質を測定値点毎にシン  

ボルで図示し、その流域を含め6つの型（都市汚染型、汚染進行型、自然河川塑、  

停滞水型、温鉱泉混入型、海水型）に評価した河川水質分類図を作成した。   

それらによると、住宅団地等が分布する流域では、貯水施設、下水道整備等に  

よる影響が大きいことがわかった。  

（2）成果図例   

今回試作した成果図の例（抜粋）を図1～図14に示す。  

7．千葉西部地区モデル調査作業結果  

（1）成果図の概要   

千葉西部地区を対象としたモデル調査においては、調査結果をもとに可能な限   

り図化を試みた。平成6年度は5項目について成果図を作成した。なお、図化の   

範囲は原則として5万分の1地形図仙台図幅としたが、調査上の制約等により、   

平成6年度は一部分の範囲のみ図化したものもある。  

（訂気温及び相対湿度分布図   

自動車2台に温度計、湿度計を搭載して春期、夏期、秋期、冬期に移動観測を   

行い、得られたデータに時間補正を加えたものにより分布図を作成した。気温に   

ついては、夏季は都心部のと山トアイランド現象の影響が顕著だが、緑地部と海   

浜部や海岸線から3～4km程度は低くなっている。相対湿度については、春季は  

10％、夏季は18％程度の開きがあり、海浜部が多湿になっている。   

②植物季節図   

より体感的な温度、微気候を測定する目的で行った。気候条件に差異があると   

予想されるルートを設定し、展要は落葉樹5種、紅葉は落葉樹3種を観測した。  

展薫については、最大10日程度のズレがあり、市街地が最も早く展葉した。遅い  

地点は農業的土地利用が顕著であり、大部分が土地被覆の影響によるのではない   

かと思われた。紅葉についても地点間の差は春季と同様であった。   

③生物多様性ポテンシャル図   

湿地や低茎草本地、樹林地などの生態環境としての質及び連続性を把捉するた   

め、他の両生爬虫類の種類数、固体数との相関関係が認められるニホンアカガェ   

ルについて、産卵期（2～3月）に卵塊の分類調査を行った。市川市における経  

年変化では1987年が2457卵塊から1995年が81卵塊に激減しており、ドイツのよう   

に、地域によってはかなり厳しい状況にある。  

④土地被覆（建物高さデータ出力図、緑被高さデータ出力図、植生データ出力図）   

土地被覆分布において風の流れ等に影響を及ぼす、建物の高さや緑被の高さを  

算出。調査し、分布データベースを作成するとともに、土地環境を抽出するため、  

数値化した植生データベースを作成した。   
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（9ヒートアイランドポテンシャル（緑被分布図）   

夏季及び冬季に観測したJERS－10PSデータを用い、常緑樹、落葉樹、芝、草及  

び水田を細カテゴリーとした細分類を行い、緑被分布図を作成した。冬季のデー  

タで抽出した植生は全て常緑樹とし、夏季のデータから抽出した植生については  

常緑樹、落葉樹、芝、草及び水田をカテゴリーとした。  

（2）成果図例   

今回試作した成果図の例（抜粋）を図15に示す。  

8．今後の予定  

本モデル事業は、平成7年度も引き続き検討及び作業を進める予定となってお   

り、検討委員会では土地環境についての概念や今後の土地分類調査のあり方等の   

検討を行い、作業部会では千葉西部地区にわたる土地環境図の完成へ向けての作   

業を行うこととなっている。なお、平成7年度は、モデル地区として新たに北九   

州地区が追加される予定になっている。  

最後に、検討委員会及び作業部会の委員並びに国土庁土地局国土調査課をはじ   

めとして、本モデル事業実施にあたって御指導、御協力いただいた関係各位に対   

し、ここに改めて厚く御礼申し上げる。  

※今回試作した成果図例は、縮′Jヽ・モノクロにより大変見づらくなっておりますの   

で予め御了承頗います。カラーの成果図は当方にて閲覧出来ますのでよろしくお   

願い致します。  

か と う  ひ ろ ふ み、   

土地総合研究所 研究員  

お ざ き  け ん い ち   

土地総合研究所 研究員   
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